
は
じ
め
に

当
館
で
は
、
平
成
二
九
年
度
収
蔵
資
料
（
教
育
用
図
書
資
料
、
年
次
報
告
書
xi
頁
参
照
）
と
し

て
、
標
題
に
あ
る
大
愚
良
寛
（
一
七
五
八
〜
一
八
三
一
）
の
墨
蹟
二
点
を
新
規
に
収
蔵
し
た
。
本

稿
で
は
そ
の
二
点
を
紹
介
す
る
。

大
愚
良
寛
（
以
下
「
良
寛
」
と
表
記
）
と
い
え
ば
、「
良
寛
さ
ま
」
で
親
し
ま
れ
、
清
貧
に
甘

ん
じ
、
子
ど
も
た
ち
と
手
鞠
を
つ
い
て
戯
れ
る
逸
話
な
ど
で
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
日
本
を
代
表

す
る
僧
侶
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
行
状
に
つ
い
て
は
数
多
の
論
述
が
あ
り
、
研
究
史
も
膨
大
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
略
年
譜
を
記
す
の
み
で
了
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
一
〇
月
二
日
〈
一
歳
〉
越
後
国
出
雲
崎
（
現
新
潟
県
出
雲
崎
町
）
の

名
主
山
本
家
（
橘
屋
）
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
栄
蔵
。

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）〈
一
八
歳
〉
曹
洞
宗
光
照
寺
（
同
町
）
の
玄
乗
破
了
に
つ
い
て
出
家
。

同
八
年
（
一
七
七
九
）〈
二
二
歳
〉
光
照
寺
に
来
錫
し
た
備
中
玉
島
の
円
通
寺
（
現
岡
山
県
倉

敷
市
）
の
大
忍
国
仙
（
破
了
の
師
）
に
得
度
。
国
仙
に
随
っ
て
円
通
寺
に
赴
く
。

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）〈
三
三
歳
〉
国
仙
よ
り
印
可
証
明
を
得
る
。

同
三
年
（
一
七
九
一
）〈
三
四
歳
〉
国
仙
示
寂
。
円
通
寺
を
離
れ
帰
郷
。

こ
の
間
、
諸
国
行
脚
。　

同
九
年
（
一
七
九
七
）〈
四
〇
歳
〉
こ
の
頃
よ
り
、越
後
国
上
山
の
五
合
庵
（
現
新
潟
県
燕
市
）

に
住
す
。

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）〈
六
一
歳
〉
国
上
山
の
乙
子
神
社
の
境
内
に
草
案
を
構
え
る
。

同
九
年
（
一
八
二
六
）〈
六
九
歳
〉
島
崎
村
の
木
村
家
（
現
新
潟
県
長
岡
市
）
に
寓
し
、
晩
年

を
過
ご
す
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
一
月
六
日
〈
七
四
歳
〉
示
寂
。

良
寛
の
生
き
様
は
、
一
宗
一
派
を
超
越
し
た
感
が
あ
り
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
と
呼
ぶ
に
は
憚
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
。
実
際
に
墓
所
は
浄
土
真
宗
の
隆
泉
寺
（
現
新
潟
県
長
岡
市
）
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
良
寛
が
出
家
・
得
度
し
、
印
可
証
明
を
得
た
の
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
の
も
と
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
僧
侶
と
し
て
の
出
身
は
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
。
ま
た
自
由
闊
達
な
境
涯
の
根
底
に
は
、
修
行

時
代
に
身
を
投
じ
た
曹
洞
禅
へ
の
求
法
と
研
鑽
さ
れ
た
学
識
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
、
問
答
歌
【
本
書
口
絵
１
】

�

掛
軸
装
／
一
幅
／
紙
本
墨
書
／
本
紙
縦
二
四
．
五
㎝
×
横
二
三
．
〇
㎝

【
翻
刻
】

（
原
文
、
変
体
仮
名
マ
マ
）

良
寛
尊
者
の
茂
の
書
玉
ハ
さ
る
尓

如
意
宝
珠
茂
堂
る
飛
ち
り
の
恵
満
ね
ハ

茂
堂
ぬ
耳
似
た
る
玉
ニ
そ
有
今
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
明

閑
礼
こ
礼
東
奈
尓
安

け
つ
ら
む
餘
能
難
可
者

【
資
料
紹
介
】
大
愚
良
寛
筆　

問
答
歌
と
斉
藤
伊
右
衛
門
宛
て
書
状

塚
田　

博

（
現
代
仮
名
遣
い
、適
宜
常
用
漢
字
に
改
む
）

良
寛
尊
者
の
物
書
き
給
わ
ざ
る
に
、

如
意
宝
珠
、
持
た
る
聖
の
、
恵
ま
ね
ば
、

持
た
ぬ
に
似
た
る
玉
に
ぞ
有
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
明

か
れ
こ
れ
と
、
何

論
（
あ
げ
つ
ら
ん
）
ん
、
世
の
中
は
、
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悲
東
都
み
堂
萬
能
閑

気
登
之
羅
数
天

【
軸
裏
書
き
】

「
良
寛
和
尚
墨
跡　

平
明
老
人
と
の
問
答
歌

良
寛
和
尚
遺
墨
集
所
載　

御
風
拝
鑑
印
（
印
文
「
御
風
」）」

【
箱
書
き
】

（
表
）「
良
寛
和
尚
墨
跡　

平
明
老
人
と
の
問
答
歌
」

（
裏
）「
良
寛
和
尚
遺
墨
集
所
載

����� ��

平
明
老
人
姓
平
田
氏
出
雲
崎
の
人
な
り　

御
風
拝
鑑
印
（
印
文
「
御
風
」）　

」

【
掲
載
文
献
等
】

本
資
料
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
の
書
籍
等
へ
の
掲
載
・
出
品
経
歴
等
を
記
す
。

①
『
良
寛
和
尚
遺
墨
集
』
相
馬
御
風
編
（
春
陽
堂
、
大
正
八
年
）�

②
『
良
寛
』
安
田
靫
彦
監
修
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
五
年
）

③
『
第
二
回　

良
寛
和
尚
遺
墨
展
』
図
録
（
万
葉
洞
、
昭
和
四
六
年
、
会
期
：
昭
和
四
六
年
六

月
一
〇
日
〜
一
五
日
・
於
：
万
葉
洞
上
野
店
）

④
『
良
寛
遺
墨
考
』
酒
井
千
尋
著
（
求
龍
堂
、
昭
和
四
九
年
）�

⑤
「
良
寛
の
書
」
展
（
会
期
：
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
二
九
日
〜
一
一
月
一
三
日
・
於
：
致
道
博

物
館
）

⑥
『
良
寛
墨
蹟
大
観　

第
三
巻　

和
歌
篇
（
一
）』
加
藤
僖
一
・
飯
島
太
千
代
（
中
央
公
論
美

術
出
版
、
平
成
五
年
）

【
内
容
】

本
墨
蹟
は
、
厳
密
に
は
前
半
の
「
良
寛
尊
者
の
…
」
以
下
四
行
が
平
明
の
筆
、
後
半
の
「
閑
礼

こ
礼
東
…
」
以
下
四
行
が
良
寛
の
筆
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

平
明
は
良
寛
に
何
か
書
い
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
が
、
一
向
に
書
い
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
こ
で
平
明
は
短
歌
で
も
っ
て
催
促
し
た
。
そ
れ
が
「
如
意
宝
珠
…
」
の
短
歌
で
あ
る
。「
如

意
宝
珠
を
持
っ
て
い
る
聖
（
＝
良
寛
）
が
、何
も
書
き
恵
ん
で
く
だ
さ
ら
な
い
の
は
、宝
珠
を
持
っ

て
い
な
い
の
に
等
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
」。

こ
の
皮
肉
め
い
た
和
歌
に
対
す
る
良
寛
の
返
歌
が
「
閑
礼
こ
礼
東
…
」
で
あ
る
。「
あ
れ
こ
れ

と
何
を
細
か
い
こ
と
を
言
い
立
て
て
い
る
の
だ
。（
あ
な
た
は
）
世
の
中
は
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の

御
霊
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
は
な
い
か
」。

は
か
っ
た
よ
う
な
料
紙
の
使
い
方
で
あ
り
、
平
明
は
わ
ざ
と
料
紙
の
右
三
分
の
一
程
度
に
書
き

付
け
、
残
り
の
余
白
に
良
寛
が
書
く
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
る
。
良
寛
は
平
明
の
機
転
を
察
し

た
よ
う
に
、
余
白
に
大
胆
に
書
し
、「
霊
」
と
「
珠
」
を
か
け
て
、
こ
れ
も
ま
た
機
知
に
富
ん
だ

説
法
で
応
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

【
伝
世
な
ど
】

古
く
は
相
馬
御
風
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
〇
）
が
編
纂
し
た
掲
載
文
献
①
に
掲
載
さ
れ
、
同
書

に
は
掲
載
番
号
七
八
と
し
て
、「
七
八
、
平
明
老
人
と
の
問
答
歌
（
鳥
井
儀
資
氏
蔵
）」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
本
資
料
の
来
歴
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
本
書
の
み
で
あ
る
。
軸
裏
書
き

と
箱
書
き
は
、
と
も
に
御
風
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
良
寛
和
尚
遺
墨
集
所
載
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、①
書
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
八
年
以
降
の
筆
と
思
わ
れ
る
。
箱
書
き
（
裏
）
に
は
、

平
明
老
人
と
は
平
田
氏
で
出
雲
崎
（
良
寛
出
生
地
）
の
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
良
寛
と
平
明
の
交

流
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
問
答
歌
か
ら
、
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
よ
う
。　

①
書
刊
行
当
時
に
本
墨
蹟
を
所
蔵
し
て
い
た
鳥
井
家
と
は
、
良
寛
の
生
家
橘
屋
が
出
雲
崎
の
名

主
を
務
め
て
い
た
時
、
町
年
寄
り
と
し
て
橘
屋
を
支
え
た
敦
賀
屋
の
末
裔
で
あ
っ
た（

１
）。
九
代
目
と

一
〇
代
目
が
儀
資
を
名
乗
っ
て
い
る
。
初
代
の
儀
資
（
鳥
井
家
九
代
目
）
は
、
明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）
に
出
雲
崎
町
長
に
就
任
し
、
同
三
七
年
に
出
雲
崎
町
と
尼
瀬
町
が
合
併
し
、
新
た

な
出
雲
崎
町
が
新
設
さ
れ
た
際
に
も
引
き
続
き
出
雲
崎
町
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る（

２
）。

①
書
に
見
え
る
儀
資
は
二
代
目
儀
資
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
〇
）
の
代
で
あ
る
。
彼
は
尼
瀬
の

大
谷
家
に
生
ま
れ
、初
め
文
四
郎
と
い
っ
た
。
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

明
治
四
〇
年
に
鳥
井
家
の
養
子
と
な
り
、
大
正
元
年
に
養
父
が
没
す
る
と
儀
資
を
襲
名
し
た
。
昭

和
一
九
〜
二
一
年
に
は
出
雲
崎
町
長
を
務
め
た
。
ま
た
す
ぐ
れ
た
良
寛
研
究
家
で
あ
り
、
良
寛
に

つ
い
て
の
見
識
や
関
係
書
籍
の
蒐
集
に
お
い
て
、
深
い
交
流
の
あ
っ
た
相
馬
御
風
も
一
目
お
い
て

い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う（

３
）。
奇
し
く
も
御
風
と
生
没
年
が
同
じ
で
あ
る
。

な
お
、
③
⑥
は
展
示
会
出
品
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
過
去
に
二
度
の
出
品
が
確
認
で
き
る
。

ひ
と
つ
御
霊
（
み
た
ま
）
の
、
陰
（
か
げ
）

と
知
ら
ず
て
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二
、
斉
藤
伊
右
衛
門
宛
て
書
状
【
本
書
口
絵
２
】

掛
軸
装
／
一
幅
／
紙
本
墨
書
／
本
紙
縦
二
一
．
三
㎝
×
横
四
七
．
九
㎝

【
翻
刻
】

（
原
文
、
変
体
仮
名
マ
マ
）

此
間
暑
気
甚
候
、
如
何

御
暮
し
遊
候
や
、
僧
も
老

衰
い
た
し
万
事
に

も
の
う
く
候
、
こ
の
あ
ひ
た

由
之
老
よ
り
長
サ
五
寸
位
の
せ
と

掛
花
い
け
便
に
も
た
せ

遣
候
、
そ
の
形

　
　
　
（
掛
け
花
生
け
の
図
）

今
の
と
こ
ろ
野
僧
に
は

不
用
、
貴
宅
に
御
用
被
遊

可
被
下
候
、
近
中
持
参
仕
候
、

秋
者
き
の
、
花
能
散
可
利

も
、
数
き
尓
け
里
、
知
き
り

し
こ
と
も
ま
太

　
　
　

と
け
な
く
耳

八
月
十
一
日　
　

良
寛

斉
藤
老

【
軸
裏
書
き
・
箱
書
き
】
な
し

【
掲
載
文
献
等
】

本
資
料
に
つ
い
て
も
、
管
見
の
限
り
の
書
籍
等
へ
の
掲
載
・
出
品
経
歴
等
を
記
す
。

①
『
’78
日
本
書
芸
院
展
特
別
展
観　

良
寛
』
図
録
（
社
団
法
人
日
本
書
芸
院
、
昭
和
五
三
年
、

会
期
：
昭
和
五
三
年
四
月
二
〇
日
〜
二
五
日
・
於
：
大
阪
天
満
橋
・
松
坂
屋
）

②
『
文
人
書
譜
６
良
寛
』
宮
榮
二
著
（
淡
交
社
、
昭
和
五
四
年
）

③
『
没
後
百
五
十
年　

良
寛
展
』
図
録
（
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
五
五
年
、
会
期
：
昭
和
五
五
年

七
月
二
九
日
〜
九
月
二
八
日
・
於
：
東
京
三
越
美
術
館
・
大
阪
三
越
）

④
『
良
寛
の
書
簡
集
』
谷
川
敏
朗
編
（
恒
文
社
、
昭
和
六
三
年
）

⑤
『
良
寛
墨
蹟
大
観　

第
五
巻　

書
状
篇
』
加
藤
僖
一
・
飯
島
太
千
代
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

平
成
四
年
）

【
内
容
】

良
寛
は
弟
由
之
か
ら
、
長
さ
五
寸
程
度
の
瀬
戸
の
掛
け
花
生
け
を
も
ら
っ
た
が
、
不
用
な
の
で

近
日
中
に
持
参
す
る
と
伝
え
た
内
容
。
中
央
部
に
そ
の
掛
け
花
生
け
の
図
を
記
す
と
い
う
珍
し
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
文
末
に
短
歌
を
載
せ
る
。
短
歌
に
は
「
秋
萩
の
盛
り
の
頃
は
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
。（
そ
の
頃
に
訪
問
す
る
と
い
う
）
約
束
は
ま
だ
果
た
し
て
い
な
い
。」
と
記
さ
れ
、
訪
問
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
侘
び
て
い
る
。

宛
て
先
の
「
斉
藤
老
」
は
、伊
右
衛
門
（
源
右
衛
門
と
も
）
と
い
う
。
天
保
九
年
（
一
八
三
四
）

四
月
二
三
日
、
七
六
歳
没
。
分
水
町
中
島
（
現
新
潟
県
燕
市
）
の
庄
屋
を
務
め
て
い
た
。
中
島
は

良
寛
の
住
む
五
合
庵
に
近
く
、
種
々
の
物
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
（
掲
載
文
献
②
④
を
参
照
）。

「
秋
は
ぎ
の
…
」
の
歌
は
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
八
月
一
八
日
付
け
の
貞
心
尼
宛
て
と

思
わ
れ
る
書
状
に
も
記
さ
れ
て
い
る（

４
）。
本
書
状
で
は
、
眼
病
を
患
っ
た
良
寛
が
治
療
の
た
め
に
与

板
（
現
新
潟
県
長
岡
市
）
ま
で
行
っ
た
が
、
足
が
痛
く
腹
痛
が
ひ
ど
い
た
め
、
福
島
（
同
市
）
の

法
弟
・
貞
心
尼
の
庵
に
訪
問
で
き
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
寺
泊
（
同
市
）
に
行
こ
う

と
し
た
が
、
地
蔵
堂
の
中
村
家
（
現
新
潟
県
燕
市
）
で
臥
せ
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
歌
を
添
え
て
貞

心
尼
に
侘
び
た
も
の
で
あ
る
。

斉
藤
老
宛
て
の
書
状
は
、
こ
の
七
日
前
の
八
月
一
一
日
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
掲
載
文

献
②
③
④
⑤
）。
し
た
が
っ
て
、
中
島
の
斉
藤
家
に
も
訪
問
す
る
予
定
だ
っ
た
が
行
け
な
く
な
っ

（
現
代
仮
名
遣
い
、
適
宜
常
用
漢
字
に
改
む
）

此こ

の
間
暑
気
甚
だ
し
く
候
、
如い
か
が何

御
暮
し
遊
び
候
や
、
僧
も
老

衰
い
た
し
万
事
に

も（
物
憂
）

の
う
く
候
、
こ
の
あ（

間

）

ひ
た

由
之
老
よ
り
長
サ
五
寸
位
の
せ（

瀬
戸
）と

掛
花
い
け
便
り
に
も
た
せ

遣つ
か

わ
し
候
、
そ
の
形

　
　
　
（
掛
け
花
生
け
の
図
）

今
の
と
こ
ろ
野
僧
に
は

不
用
、
貴
宅
に
御
用
遊
ば
さ
れ

下
さ
る
べ
く
候
、
近
中
持
参
仕
り
候
、

秋
萩
の
、
花
の
盛
り

も
、
過
ぎ
に
け
り
、
契
り

し
こ
と
も
、
ま
だ

遂
げ
な
く
に
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て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
歌
は
、『
蓮は

ち
すの

露
』（
良
寛
と
貞
心
尼
の
歌
集
、
貞
心
尼
編
、
天
保
六
年
序
）
に
も
、

「
あ（

秋
）き
は
か（
必
）な
ら
ず
お
の
が
庵
り
を
と（
問
）ふ
べ
し
、と（

契

）

ち
ぎ
り
し
給
ひ
し
が
、こ
こ
ち
れ
い
な
ら
ね
ば
、

し
ば
し
た
め
ら
ひ
て
な
ど
、
御
せ（

消

息

）

う
そ
こ
給
は
り
け
る
中
に（
５
）」
の
詞
書
き
を
添
え
て
収
録
さ
れ
て

い
る
。
前
々
か
ら
貞
心
尼
の
も
と
を
訪
れ
る
約
束
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

良
寛
は
同
年
七
月
よ
り
体
調
を
崩
し
、
七
月
六
日
に
弟
由
之
が
良
寛
を
見
舞
っ
て
い
る
。
本
書

状
で
述
べ
て
い
る
由
之
か
ら
も
ら
っ
た
掛
け
花
生
け
と
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。こ
の
後
、

良
寛
の
病
状
は
悪
化
し
、同
年
一
二
月
二
五
日
（
一
二
月
一
〇
日
に
天
保
改
元
）
に
危
篤
に
陥
り
、

翌
天
保
二
年
正
月
六
日
、
七
四
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
本
書
状
は
良
寛
晩
年
の
心
情
が
吐
露
さ
れ

て
い
る
一
書
で
あ
る
。

【
伝
世
な
ど
】

斉
藤
伊
右
衛
門
宛
て
の
良
寛
書
状
は
、
谷
川
敏
朗
編
『
良
寛
書
簡
集
』（
野
島
出
版
、
昭
和

四
八
年
）
に
は
七
通
が
収
録
さ
れ
、
本
書
状
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
状
は
掲
載
文
献
①
を

初
見
と
し
て
い
る
の
で
、『
良
寛
書
簡
集
』
か
ら
①
書
ま
で
の
間
の
新
出
資
料
で
あ
る
。
谷
川
氏

が
後
年
増
補
し
た
④
書
に
は
、
先
の
七
通
に
加
え
て
八
通
目
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
②
書
に
は
「
こ
の
書
簡
を
数
年
前
富
山
で
拝
見
し
、
良
寛
記
念
館
に
出
品
し
た
が
、
短
歌

は
、
渡
辺
秀
英
氏
『
良
寛
歌
集
』（
昭
和
五
四
年
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
書
簡
は
ま
だ
全
集

に
未
採
録
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
富
山
で
拝
見
」
と
あ
る
以
外
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭

和
五
〇
年
前
後
の
新
出
資
料
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
学
で
は
、文
部
科
学
省
補
助
事
業「
平
成
二
八
年
度
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

の
選
定
を
受
け
、
駒
澤
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
（
独
自
色
）
の
一
つ
と
し
て
、『
禅
と
心
』
研
究
の
学

際
的
国
際
的
拠
点
づ
く
り
（
禅
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
）
を
進
め
て
い
る
。
当
館
も
そ
の
一
翼
を

担
う
ひ
と
つ
と
し
て
、
広
く
国
内
外
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
の
収
集
に
方
針
を

定
め
、
今
年
度
は
良
寛
の
遺
墨
を
収
蔵
す
る
機
縁
に
至
っ
た
。

良
寛
は
、
国
内
外
に
お
い
て
広
く
愛
好
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
和
歌
と
書
状
の
二
種
を
収

蔵
し
た
が
、
今
後
も
漢
詩
・
仏
語
な
ど
多
彩
な
良
寛
遺
墨
や
、
中
世
の
禅
関
係
資
料
な
ど
の
稀
覯

資
料
を
積
極
的
に
収
集
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
資
料
収
集
と
あ
わ
せ
て
、
禅
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
を
通
し
た
調
査
・
研
究
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、
今
後
の
当
館
収
蔵
品
の
核
と
し

て
良
寛
資
料
の
充
実
を
図
り
、
将
来
的
に
良
寛
遺
墨
展
の
開
催
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
本
年
度

の
良
寛
墨
蹟
二
点
の
収
集
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
意
義
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

註（
１
）
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
《
相
馬
御
風
記
念
館
》
だ
よ
り
『
古
今
一
如
』
第
一
号
、
平
成
一
九
年

三
月
、
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、「
平
成
一
八
年
度
企
画
展　

良
寛
さ
ま
と
相
馬
御
風
」）。

（
２
）『
出
雲
崎
町
史
』
資
料
編
Ⅲ
近
代
・
現
代
（
平
成
元
年
一
〇
月
）
二
四
六
頁
、『
同
』
通
史
編
下
巻
（
平

成
五
年
三
月
）
九
三
頁
等
を
参
照
。

（
３
）
二
代
目
儀
資
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
孝
二
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
夜
話　

二
代
目
鳥
井
儀
資
の
生
涯
と

信
仰
」（『
敬
和
』
第
一
〇
五
号
、
昭
和
五
二
年
九
月
一
日
号
、
敬
和
学
園
高
等
学
校
発
行
）
等
を
参
照

し
た
。
ま
た
良
寛
記
念
館
（
出
雲
崎
町
）
館
長
永
寶
卓
氏
に
御
教
示
を
賜
っ
た
。

（
４
）
掲
載
文
献
④
⑤
お
よ
び
、
小
島
正
芳
「
良
寛
墨
蹟
鑑
賞
（
一
）
貞
心
尼
宛
書
簡　

先
日
は
眼
病
の
療

治
」（
全
国
良
寛
会
会
報
『
良
寛
だ
よ
り
』
一
五
三
号
、平
成
二
八
年
一
〇
月
）。
翻
刻
文
は
次
の
通
り
。

�

　

先
日
は
眼
病
の
り
や（

療
治
）う

じ
が
て
ら
に
与
板
へ
参
候
、
そ
の
う（

上
）へ

足
た
ゆ
く
、
膓（

腹
）い（
痛
）た

み
、
御
草
庵
も

と（
訪
）む
ら
は
ず
な
り
候
、
寺
泊
の
方
へ
行
か
ん
（
と
脱
カ
）
お（
思
）も
ひ
、
地
蔵
堂
中
村
氏
に
宿
り
い（
今
）ま
に
ふ（
臥
）

セ
り
、
ま
だ
寺
泊
へ
も
ゆ（
行
）か
ず
候
、
ち（
契
）ぎ
り
に
た（
違
）が
ひ
候
事
、
大
目
に
御
ら
ふ
（
マ
マ
）じ
た（
給
）ま
は
る
べ
く
候
、

�
 

（「
秋
は
ぎ
の
…
」
の
歌
）

�

　

御
状
ハ
地
蔵
堂
中
村
ニ
而
被
見
致
候
、

�

　

八
月
一
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
寛

（
５
）『
続
曹
洞
宗
全
書
』
法
語
・
歌
頌
、
八
八
七
頁
。
ま
た
こ
の
頃
の
良
寛
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
小
島

正
芳
「「
は
ち
す
の
露
」
を
深
く
読
む　

五
、
良
寛
と
貞
心
尼　

最
晩
年
の
交
流
」（
全
国
良
寛
会
会
報

『
良
寛
だ
よ
り
』
平
成
二
八
年
四
月
）
を
参
照
し
た
。

（
謝
意
）
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
良
寛
記
念
館
（
新
潟
県
出
雲
崎
町
）
館
長
永
寶
卓
様
に
、

関
連
文
献
等
諸
資
料
の
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
、
謝
意
に
か
え
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
つ
か
だ
ひ
ろ
し　

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）
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